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通期個別業績の前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

2024 年３月期の通期個別業績における前期(2023 年３月期)実績との差異につきまして、下記

のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期個別業績の差異 

 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前期実績(Ａ) 

(2023年３月期) 

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (円) 

4,437 △347 △327 △252 △6.55 

当期実績(Ｂ) 

(2024年３月期) 
5,428 △163 △228 △152 △3.95 

増減額(Ｂ-Ａ) 990 183 99 99  

増減率(%) 22.3 － － －  

 

２．差異が生じた理由 

2024 年３月期の通期個別業績につきましては、売上高は課金アカウント数（注１）や ARPA

（注２）が伸びたことにより、リカーリング収益(プラットフォーム利用料)による継続収入が

増加するとともに、受託開発案件も増加いたしました。その結果、前期と比べて 22.3%の増収

となりました。 

損益面につきましては、主に人員採用を継続的に行ったほか、当社が主催する IoT カンファ

レンスの開催をオフラインで実施したことや上場関連の広告宣伝費等の計上、外形標準課税の

適用による租税公課の増加があったものの、売上が堅調に推移したことから販管費率が減少し



た結果、赤字は縮小し、営業損失 164 百万円、経常損失 229 百万円、当期純損失 153 百万円と

なりました。 

（注１）課金アカウント数は、１ヶ月の間にリカーリング収益が発生した口座数をいいます。

同一の顧客企業等が部署や業務別に複数の口座を有する場合が含まれております。 

（注２）Average Revenue Per Account の略称。１アカウントあたりの平均売上金額を示す指標

を意味します。 
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